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平
成
21
年
、
イ
カ
ナ
ゴ
が
大
不
漁
に
見
舞
わ
れ
、
小
売
値
が
１
㎏
当
り

３
、０
０
０
円
に
達
し
た
。
そ
れ
で
も
、
ス
ー
パ
ー
の
店
頭
に
は
長
蛇
の

列
が
で
き
、
イ
カ
ナ
ゴ
を
待
ち
わ
び
る
お
客
様
で
店
が
溢
れ
る
様
子
が
、

連
日
マ
ス
コ
ミ
に
報
道
さ
れ
た
。

　

翌
年
の
イ
カ
ナ
ゴ
漁
も
、
水
揚
量
が
１
万
ト
ン
に
届
か
な
い
不
漁
の
年

と
な
っ
た
が
、
前
年
の
よ
う
な
騒
ぎ
は
無
く
、
需
要
の
減
退
を
実
感
す
る

年
に
な
っ
た
。

　

あ
れ
か
ら
、８
年
。
水
揚
量
が
２
万
ト
ン
を
超
え
た
平
成
23
年
を
除
き
、

本
県
で
は
、
毎
年
１
万
ト
ン
前
後
の
厳
し
い
水
揚
げ
状
況
が
続
い
て
い
る
。
伊
勢
湾
で
は
昨
年
に
引
き
続

き
、
今
年
も
休
漁
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
イ
カ
ナ
ゴ
資
源
の
減
少
は
兵
庫
だ
け
に
留
ま
ら
な
い
。

　

昭
和
62
年
、漁
連
に
就
職
し
て
３
年
目
の
春
に
、私
は
イ
カ
ナ
ゴ
漁
の
現
場
で
仕
事
を
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
当
時
解
禁
直
後
の
イ
カ
ナ
ゴ
は
、
カ
ナ
ギ
チ
リ
メ
ン
や
釜
揚
げ
な
ど
の
加
工
原
料
に
利
用
さ
れ
、
７

㎝
を
超
え
る
よ
う
に
な
る
と
、養
殖
用
の
餌
料
と
し
て
販
売
さ
れ
た
。
こ
の
頃
の
イ
カ
ナ
ゴ
の
生
売
り
は
、

神
戸
や
明
石
と
そ
の
周
辺
地
域
で
、
限
定
的
に
行
な
わ
れ
て
い
た
。

　

当
時
県
漁
連
で
は
、
関
係
組
合
や
加
工
業
者
と
相
談
の
上
、
新
子
の
体
長
が
加
工
に
向
か
な
く
な
る
彼

岸
明
け
ま
で
、
鮮
魚
出
荷
を
見
合
わ
せ
て
い
た
。
桜
が
咲
く
川
沿
い
の
道
を
、
餌
サ
イ
ズ
に
成
長
し
た
イ

カ
ナ
ゴ
を
満
載
し
て
生
協
の
店
舗
に
届
け
た
が
、
販
売
量
が
５
０
カ
ゴ
／
日
を
越
え
る
店
舗
へ
は
、
１
日

に
何
度
も
ピ
ス
ト
ン
配
送
し
た
。

　

一
方
そ
の
頃
西
播
地
域
で
は
、
生
イ
カ
ナ
ゴ
流
通
は
行
な
わ
れ
て
お
ら
ず
、
仲
買
業
者
も
興
味
を
示
さ

な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
昭
和
60
年
に
開
所
し
た
県
漁
連
播
磨
支
所
（
平
成
16
年
閉
所
）
で
は
、
県
の
南
西

地
域
に
も
「
く
ぎ
煮
文
化
」
を
広
げ
る
た
め
、平
成
４
年
か
ら
妻
鹿
漁
港
で
イ
カ
ナ
ゴ
の
生
売
り
が
ス
タ
ー

ト
し
た
こ
と
を
契
機
に
、
地
元
漁
協
、
漁
協
婦
人
部
（
女
性
部
）
等
と
協
力
し
て
、
年
間
５
０
回
を
越
え

る
「
く
ぎ
煮
料
理
教
室
」
を
、
何
年
に
も
わ
た
っ
て
展
開
し
た
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
は
、
イ
カ
ナ
ゴ
の

鮮
魚
流
通
が
県
下
全
域
へ
広
が
る
き
っ
か
け
の
一
つ
と
な
っ
た
。

　

加
工
業
者
か
ら
は
、
小
型
サ
イ
ズ
の
原
料
を
求
め
る
声
が
根
強
い
一
方
で
、
近
年
は
解
禁
と
同
時
に
生

売
り
が
ス
タ
ー
ト
す
る
状
況
が
定
着
し
て
、
小
型
の
カ
ナ
ギ
チ
リ
メ
ン
は
姿
を
消
し
、
釜
揚
げ
は
高
級
品

と
な
り
、
く
ぎ
煮
を
炊
く
業
者
が
増
加
し
た
。

　

生
イ
カ
ナ
ゴ
の
小
売
現
場
で
は
、
価
格
が
１
、０
０
０
円
／
㎏
を
超
え
る
こ
と
が
当
た
り
前
に
な
り
、

一
人
当
た
り
の
購
入
数
は
頭
打
ち
で
、
複
数
回
の
配
送
を
求
め
る
店
舗
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

　

平
成
29
年
の
イ
カ
ナ
ゴ
漁
は
、
予
想
を
超
え
た
不
漁
に
よ
っ
て
、
平
成
21
年
以
上
に
浜
値
が
暴
騰
し
、

小
売
価
格
は
４
、０
０
０
円
／
㎏
に
達
し
た
。

　

イ
カ
ナ
ゴ
資
源
の
減
少
の
原
因
は
、
温
暖
化
と
貧
栄
養
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。
昨
年
は
マ
ダ
コ
も
不
漁

で
、
内
海
の
主
力
魚
種
が
危
機
的
状
況
を
迎
え
て
い
る
。

　

永
遠
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
豊
か
な
海
」
を
取
り
戻
す
た
め
、
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
努
力
を
続
け
て
い

き
た
い
。

表紙の言葉
「生さわら VS 生しらす前哨戦」（淡路市）

No.727   May. 2017

	 ２	 ようそろ

	 ３	 平成29年度		県功労者表彰

	 	 命を守る運動担当者会議	開催

	 ４	 平成29年度	のり共販終了

	 ５	 “生さわら	VS	生しらす”前哨戦が行われる

	 ６	 系統・漁協新人職員紹介

	 ８	 神戸海上保安部からのお知らせ

	 	 海難事故をなくそう

	 ９	 兵庫JCC通信

	 10	 旬に想う

	 	 大輪田塾だより

～
ず
っ
と
真
っ
直
ぐ
に
～
（
よ
う
そ
ろ
と
は
航
海
用
語
で「
宜
し
く
候
」の
意
。

 

主
に
船
を
直
進
さ
せ
る
と
き
の
号
令
と
し
て
使
わ
れ
る
）

イ
カ
ナ
ゴ
の
生
売
り

兵
庫
県
漁
業
協
同
組
合
連
合
会 

企
画
経
営
管
理
室 

室
長　

柴 

田　

昌 

彦

　淡 路島の生しらす丼と生サワラ丼が４月26日より
Facebook上で対決することを受けて行われた「生さわら
VS 生しらす」前哨戦。
　春の清々しい天気のもと、淡路サービスエリアに立ち寄
った観光客らを相手に、ＰＲ合戦を繰り広げました。生し
らす丼に携わってこられたＪＦ淡路島岩屋 岸本 保さんは

「シラスだけでなく、淡路の魚を食べてもらえるきっかけに
なれば」と話され、2つの丼が生み出す相乗効果に期待
を寄せられました。
　生サワラ丼・生しらす丼、あなたはどちら派？
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　兵庫県は５月３日（水）、「平成29年度県功労者表彰」の受賞者の発表を行い、水産関係から３名の方が 
選ばれました。なお、授賞式は５月17日（水）に神戸市中央区の県公館で行われました。
　受賞されました方は次の通りです。

～水産関係から３名が受賞～

平成29年度  県 功 労 者 表 彰

　
「
命
を
守
る
運
動 

海
上
安
全
講
習
会
」は
、

県
内
Ｊ
Ｆ
と
系
統
５
団
体（
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連・

共
水
連
兵
庫
県
事
務
所
・
日
本
漁
船
保
険
組

合
兵
庫
県
内
海
支
所
・
ひ
ょ
う
ご
豊
か
な
海

づ
く
り
協
会
・
兵
庫
県
水
産
振

興
基
金
）
が
関
係
行
政
機
関
の

協
力
を
得
て
行
っ
て
お
り
、
毎

年
、
各
団
体
の
担
当
者
が
集
ま

り
、
今
後
の
活
動
等
に
つ
い
て

話
し
合
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
４
月
25
日
（
火
）

に
水
産
会
館
で
行
わ
れ
、
神
戸

運
輸
監
理
部
、
神
戸
・
姫
路
の

海
上
保
安
部
、
県
水
産
課
の
担

当
者
に
加
え
、
今
年
か
ら
舞
鶴

海
上
保
安
部
、
日
本
漁
船
保
険

組
合
但
馬
支
所
の
担
当
者
も
加

わ
り
、
今
後
の
活
動
に
つ
い
て

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
会
議
で
は
、
前
年
度
の
活
動

実
績
や
海
難
事
故
の
発
生
状
況

に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
ほ

か
、
来
年
度
の
活
動
計
画
に
つ

い
て
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
集
ま
っ
た
担
当
者
か
ら
、

Ａ
Ｉ
Ｓ
の
普
及
方
法
や
浮
力

カ
ッ
パ
の
型
式
承
認
取
得
に
向

け
た
進
捗
状
況
、
海
技
大
学
校

で
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
講
習
の

開
催
回
数
な
ど
、
新
た
な
取
り
組
み
の
提
案

も
交
え
た
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

「
命
を
守
る
運
動
担
当
者
会
議
」を
開
催

　

～
新
た
に
但
馬
地
区
関
係
者
も
交
え
て
開
催
～

【農林水産功労】

　小溝　政二 様
　（ＪＦ育波浦代表理事組合長）
　（日本漁船保険組合 兵庫県内海支所 運営委員）

【農林水産功労】

　橋本　幹也	様
　（ ＪＦ江井ヶ島代表理事組合長）
　（なぎさ信用漁業協同組合連合会 代表幹事）

【農林水産功労】

　大河　　優 様
　（ＪＦ赤穂市代表理事組合長）
　（なぎさ信用漁業協同組合連合会 経営管理委員会 委員）
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各団体からの報告ＲＥＰＯＲＴ

　
今
期
の
ノ
リ
養
殖
を
締
め
括
る
共
販
と
な

る
第
14
回
乾
の
り
入
札
会
が
、
５
月
９
日

（
火
）、
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連
の
り
流
通
セ
ン
タ
ー

（
播
磨
町
）
に
お
い
て
行
わ
れ
、
約
１
１
２

名
（
44
社
）
の
出
席
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の

日
の
入
札
会
に
は
約
６
、５
０
０
万
枚
が
上

場
さ
れ
、
共
販
金
額
は
６
億
６
、４
８
３
万

円
（
平
均
10
・
22
円
）
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
漁
期
は
、
暖
冬
の
影
響
で
ノ
リ
網
張
込

み
作
業
の
遅
れ
が
生
じ
た
こ
と
や
、
年
明

け
か
ら
3
月
に
か
け
雨
が
ほ
と
ん
ど
降
ら

ず
、
大
型
珪
藻
の
発
生
も
伴
い
広

範
囲
で
の
色
落
ち
も
見
ら
れ
ま

し
た
が
、
全
国
的
な
秋
芽
の
不
作

等
の
要
因
に
よ
り
中
間
等
級
の

価
格
が
大
き
く
伸
び
、
単
価
面

で
大
き
く
支
え
ら
れ
、
生
産
を

継
続
し
た
ま
ま
終
漁
を
迎
え
ま

し
た
。
今
漁
期
と
お
し
て
の
兵

庫
県
の
の
り
共
販
は
生
産
枚
数

14
億
４
、０
７
４
万
枚
（
昨
年
比：

５
、９
１
５
万
枚
減
）、
共
販
金
額

１
６
７
億
７
、７
７
１
万
円
（
昨

年
比
：
９
億
４
、８
４
８
万
円
増
）

で
、
平
均
単
価
は
平
成
に
な
っ
て

以
降
最
高
の
11
・
61
円
、
共
販
金

額
が
１
６
０
億
円
を
超
え
る
の

は
、
平
成
14
年
度
以
来
と
な
り
ま

し
た
。（
別
表
参
照
）

　
最
終
共
販
の
挨
拶
に
立
っ
た

Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連 

田
中
稔
彦
参
事

は
、
今
漁
期
を
振
り
返
っ
て
「
生

産
枚
数
は
昨
年
を
下
回
っ
た
が
、

生
産
金
額
は
昨
年
を
上
回
り
、
昨

年
以
上
の
生
産
金
額
が
達
成
で
き
た
の
は
、

ノ
リ
商
社
の
方
々
の
ご
支
援
と
ご
協
力
の
お

か
げ
」と
入
札
商
社
の
皆
様
へ
感
謝
を
示
し
、

「
今
漁
期
も
発
生
し
た
色
落
ち
対
策
と
し
て
、

県
内
下
水
道
処
理
場
の
管
理
運
転
の
拡
大
に

努
め
、
瀬
戸
内
海
の
再
生
に
向
け
、
今
後
も

よ
り
良
い
兵
庫
の
ノ
リ
づ
く
り
に
努
力
す

る
」
と
話
し
ま
し
た
。
続
く
、
兵
庫
県
海
苔

入
札
指
定
商
組
合
の
松
谷 

晃
理
事
長
（
松

谷
海
苔
㈱
代
表
取
締
役
社
長
）
は
「
相
場
感

が
難
し
く
、
ノ
リ
商
社
に
と
っ
て
は
厳
し
い

1
年
で
あ
っ
た
が
、
今
後
も
ノ
リ
の
安
定
生

産
の
た
め
に
も
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」
と
挨

拶
さ
れ
ま
し
た
。

平成28年度 兵庫県乾のり共販結果
共販年度 共販枚数 共販金額 平均単価

本　
県

平成28年 14億4,074万枚 167億7,771万円 11円61銭
平成27年 14億9,989万枚 158億2,923万円 10円52銭
平成26年 16億2,274万枚 148億2,394万円 9円12銭

全　
国

平成28年 74億6,324万枚 997億8,724万円 13円10銭
平成27年 73億6,863万枚 850億0,359万円 11円54銭
平成26年 80億6,838万枚 847億2,589万円 10円50銭

（平成29年５月10日現在、最終共販（宮城・11日開催）は含まず）

平成29年度 のり共販終了
　～今漁期は約14億4,000枚を生産し終漁～

挨拶を行う田中参事

挨拶を行う山口専務

来期も順調な生産・販売されることを願います
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淡
路
島
で
販
売
さ
れ
る
生
し
ら
す
丼
は
、

Ｊ
Ｆ
淡
路
島
岩
屋
と
北
淡
路
ブ
ラ
ン
ド
推
進

協
議
会
が
取
組
み
を
は
じ
め
て
７
年
目
を
迎

え
ま
す
。
２
０
１
４
年
に
は
約
83
万
食
を
売

り
上
げ
た
人
気
丼
で
、
今

年
は
１
０
０
万
食
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
一
方
、
Ｊ

Ｆ
五
色
町
、
洲
本
市
な
ど

で
作
る
「
淡
路
島
サ
ワ
ラ

食
文
化
推
進
協
議
会
」は
、

サ
ワ
ラ
を
使
っ
た
“
づ
け

丼
”
や
“
茶
飯
”
を
「
淡

路
島
の
漁
師
飯
」
と
し
て

商
品
化
し
、
取
組
み
開
始

か
ら
３
年
と
な
る
今
年
は

島
内
29
店
舗
ま
で
拡
大
し

提
供
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
２
つ
の
丼
が
４
月

26
日
（
水
）
～
６
月
30
日

（
金
）
の
間
、
こ
れ
ら
の

丼
を
提
供
す
る
島
内
63
軒

の
飲
食
店
等
で
味
わ
っ
た

人
た
ち
に
、
公
式
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
で「
い
い
ね
！
」

ボ
タ
ン
を
押
し
て
も
ら

い
、
そ
の
数
を
競
う
イ
ベ

ン
ト
「
生
さ
わ
ら 

VS 

生

し
ら
す
」
で
対
決
し

ま
す
。
そ
こ
で
、
４

月
22
日
（
土
）
淡
路

サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
に

お
い
て
「
対
決
の
勝

敗
を
予
想
す
る 

せ
っ
か
ち
な
企
画
」
と
し

て
、
立
ち
寄
っ
た
観
光
客
を
対
象
に
イ
ベ
ン

ト
前
哨
戦
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
Ｊ
Ｆ
淡
路
島
岩
屋 

東
根 

壽
組
合

長
が
「
鮮
度
に
こ
だ
わ
っ
て
お
り
、
甘
み
と

触
感
が
特
徴
。
淡
路
島
で
獲
れ
る
シ
ラ
ス
を

是
非
味
わ
っ
て
ほ
し
い
」
と
生
し
ら
す
丼
を

大
き
な
声
で
Ｐ
Ｒ
さ
れ
、
一
方
、
Ｊ
Ｆ
五
色

町 

福
島 

富
秋
組
合
長
は
水
揚
げ
さ
れ
た
サ

ワ
ラ
を
手
に
「
生
サ
ワ
ラ
は
馴
染
み
が
な
い

か
も
し
れ
な
い
が
、
淡
路
島
の
食
文
化
の
ひ

と
つ
。
是
非
食
べ
て
頂
き
た
い
」
と
訴
え
ま

し
た
。
こ
れ
を
聞
い
た
観
光
客
は
「
お
い
し

そ
う
！
」「
食
べ
て
み
た
い
!!
」
と
思
っ
た

方
に
シ
ー
ル
を
張
っ
て
投
票
し
ま
し
た
。

　
結
果
は
、抜
き
つ
抜
か
れ
つ
の
大
接
戦
で
、

最
終
投
票
時
に
は
同
点
と
な
り
、
投
票
人
数

を
増
や
し
た
延
長
戦
で
も
同
点
、
最
後
に
１

名
だ
け
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
79
対
78
で
生
し

ら
す
丼
の
勝
利
と
な
り
ま
し
た
。

　
前
哨
戦
は
生
し
ら
す
丼
の
勝
利
と
な
り
ま

し
た
が
、
本
番
の
対
決
は
い
か
に
！

“
生
さ
わ
ら 

VS 

生
し
ら
す
”
前
哨
戦
が
行
わ
れ
る

　

～
淡
路
Ｓ
Ａ
で
Ｐ
Ｒ
対
決
～

福島組合長はサワラを手にＰＲ

生しらす丼の美味しさを話す東根組合長
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各団体からの報告ＲＥＰＯＲＴ
ＪＦ坊勢

業務部（資材担当）

上
うえ

田
だ

　竜
りゅう

輝
き

ＪＦ但馬

竹野支所 庶務課兼業務課

永
なが

田
た

　貴
たか

大
ひろ

　前職で魚の加工技術を学んで
きました。その知識を活かし、刺
身・干物などを作りたいと思って
います。そして、自分の知らないこ
とや分からないことを先輩方に聞
き、新しい知識を増やし、これか
らの地元の産業、そして本組合に
貢献していきたいです。

ＪＦ兵庫漁連

仮屋給油所

上
うえ

野
の

　貴
たか

庸
のぶ

ＪＦ兵庫漁連

淡路油槽所（津名油槽所）

藤
ふじ

江
え

　宣
のぶ

房
ふさ

　高校を卒業したばかりで分
からないことも多いですが、
地元の方の役に立てるよう一
生懸命頑張りたいと思ってい
ます。

　「自分らしさを忘れない
志」を持って、周囲から信頼さ
れる人材になれるよう、日 、々
業務に取り組んでいきます。

　一日でも早く淡路油槽所の
戦力となれるように、精一杯
頑張ります。

ＪＦ坊勢

なぎさ信漁連坊勢支店出向（総務部付）

永
なが

松
まつ

　航
わたる

　学生の時に、魚類や海草の養
殖、資源動態について学ぶ機会
があり、それらは産業の基盤であ
る漁業者の方々がいてこそのもの
だと感じました。漁協で働くにあ
たって、はやく仕事を覚え、漁師
の皆様のお役に立てるよう努め
ていきたいと思います。
　よろしくお願いいします。

ＪＦ五色町

会計担当

又
また

野
の

　弥
ひさ

子
こ

ＪＦ但馬

香住支所 直売課兼購買課

谷
たに

口
ぐち

　文
ふみ

彦
ひこ

　１年間の雇員期間を経て、この
１月より職員として勤務しており
ます。
　まだまだわからない事ばかりで
すが、幅広い分野で組合員さん方
の“縁の下の力持ち”的存在になれ
るように頑張りたいと思います。
　どうぞよろしくお願い致します。

　４月から組合の正職員にな
りました。
　明るく、元気に一生懸命仕
事に取り組みたいです。
　まだ新人なので、ご指導の
程よろしくお願いします。

新たに採用された

職員の皆さんを

ご紹介します
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系統・漁協
新人職員紹介

ＪＦマリンバンクなぎさ

但馬支店

守
もり

山
やま

　真
ま

美
み

ＪＦマリンバンクなぎさ

東淡営業店

柳
やな

川
がわ

　亜
あ

由
ゆ

美
み

　漁業に関して、まだまだわ
からないことがありますが、
職場のみんなと連携をとって
日々前向きに業務に取り組ん
でいきたいと思っています。ど
うぞよろしくお願いします。

兵庫県漁業共済組合

事業部業務課

藤
ふじ

原
はら

　聡
さと

志
し

日本漁船保険組合 兵庫県内海支所

賠償審査部

今
いま

井
い

　健
けん

太
た

　昨年４月から但馬支店に勤務し
ています。入組してから１年が経
ちました。まだまだ勉強不足で迷
惑をかけることもありますが、周
りの方のサポートのおかげで２年
目を迎えることが出来ました。
　これからも明るい対応を心掛
け、日々努力し成長していけるよ
うに頑張りますので、よろしくお
願いいたします。

　卒業してから４月までの間、
気が緩んでいるのか、小さな
ミスを何度もしています。
　気を引き締め、ミスのない
よう丁寧に仕事に取り組んで
いきたいです。

　平成28年の９月より、兵庫県内
海漁船保険組合（現日本漁船保
険組合兵庫県内海支所）に入組し
ました。まだまだ分からないこと
ばかりで、不慣れな点が多くあり
ますが、じっくり仕事をこなし覚え
ていこうと思っておりますので、よ
ろしくお願い致します。

ＪＦマリンバンクなぎさ

淡路島支店

井
い

筒
づつ

　弘
ひろ

貴
き

　６月20日より雇員として、10
月１日より職員として勤めさせ
ていただいております。まだ
１年にも満たない未熟者です
が、１年１年成長していけるよ
う努めていきますので、よろし
くお願いします。

ＪＦマリンバンクなぎさ

浜坂営業店

中
なか

田
た

　真
ま

佑
ゆ

ＪＦマリンバンクなぎさ

東淡営業店

西
にし

尾
お

　みゑ子
こ

　まだまだ分からないことが
多いですが、皆様のお役に立
てるよう一所懸命に頑張りま
す。
　よろしくお願い致します。

　なぎさ信漁連の一員になれ
たことに身の引き締まる思い
を感じています。
　一日でも早く一人前の社員
になれるよう努力して参りま
す。
　よろしくお願い致します。
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ライフジャケットを
着用しよう！

〜安全をサポート〜
浮力合羽はお持ちですか？

浮力合羽はＪＦ兵庫漁連が開発したもので、皆様の安全をサポー
トします。
浮力は充分にあり、動きやすいように工夫されています。
まだお持ちでない方
は是非！
※ 国土交 通省の型

式承認試験基準
に合格したもので
は ありません の
で、一人乗りの漁
船の場合、ライフ
ジャケットを着用
してください。

海難事故をなくそう！

モデル：ＪＦ淡路島岩屋 中山 大輔さん（大輪田塾12期生）
ライフジャケット（膨張式）

モデル：ＪＦ坊勢 前田 恵吾さん（大輪田塾12期生）

ライフジャケット・浮力合羽の購入は
所属JFかJF兵庫漁連のり海藻部資材担当（０７８－９４２－９２７２）までお問い合わせください

神戸海上保安部
からのお知らせシラス漁期も各自の自覚で海難防止！

お
知
ら
せ

平成29年４月６日付で各組合にメールにてお知らせしておりますとおり、兵庫県漁連ホームページより系統団体行事 
予定表を確認することが出来ます。
兵庫県漁連ホームページ　http://www.hggyoren.ｊｆ-net.ne.jp
会員・職員  をクリックし、会員・職員ページへ移動し、パスワードを入力することで系統団体行事予定表を確認できます。
不詳な点は振興基金までお問い合わせください。　０７８－９１９－１３３１

膨張式ライフジャケッ
トは定期的なメンテナ
ンスが必要です！
最近はボンベが下部
に配置されたタイプも
あり、首回りが楽にな
っています。
是非、着用してください

	 “平成30年２月ライフ
		ジャケット着用義務
		化はじまる！”
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http://ja-grp-hyogo.ja-hyoinf.jp/ http://www.coop-hyogo-union.or.jp/

お詫び

平成29年４月発行の拓水第726号で下記について表記に誤りがありました。
関係者の皆様には大変ご迷惑をお掛けいたしました。ここに訂正して、お詫び申し上げます。
　　３頁　「平成29年４月１日 ＪＦマリンバンクなぎさ 誕生!!」の下部役員名簿
　　　【経営管理委員会  委員】　　　 　 　誤   ○○○ 吉田 俊久　→　正 ○○○  吉田 俊久
　　　【理事 常務理事統合本部長】　　　　誤   ○○○ 濱村 規弘　→　正 ○○○   村 規弘

　３月２日（木）・３日（金）、兵庫県民会館にて、
税理士 江藤 俊哉氏、MMコンサルティング 三宅 
充氏、西宮市職員生協 統括部長 宮田 正樹氏を
講師に迎えて「第15回税務・経理講習会」を開催、
４会員生協（３関連会社）の役職員10人が参加し
ました。
　最初の全体講習では、江藤氏より「2016年度
税制改正」について、わかりやすく講義いただき
ました。続いて、三宅氏より「経理担当者の心得」
と題して、経理の重要性についてお話しいただき
ました。そして１日目の午後と２日目は、５人が「基
礎コース」、２人が「申告書作成コース」に分かれ
て受講。基礎コースでは、「税務・経理・財務管
理の基本」を中心に身近な設例に基づく税務申告
書の書き方など税務の基礎を学びました。また、
申告書作成コースでは、税務・経理全般について
の知識を学び、法人税申告書作成に取り組みまし
た。参加者からは「税制改正について背景と変更
のポイントを項目別に簡潔にお話いただき、良く
理解できました」「経理担当者の重要性を改めて
認識できました」「税務の基本的な考え方をわか
りやすく教えていただき理解できました」などの
感想が寄せられ、実践に役立つ講習会となりまし
た。

ＪＡグループ兵庫　

　ＪＡグループ兵庫は、３月23日（木）に東京・永
田町で開催された「ひょうご五国のめぐみ物産展」
に参加しました。この催しは、首都圏で兵庫県の
農林水産物をＰＲしようと自民党が党本部前で開
きました。イチゴやタマネギ、日本酒など多くの
兵庫のうまいもんが勢ぞろいし、人気を集めまし
た。特に、神戸ビーフの試食は開始30分で終了す
るほど盛況でした。
　ＪＡグループ兵庫は米、水菜、レンコン、菜の花、
レタス、ヤマノイモなどの新鮮な農産物を販売し
ました。購入した人からは「兵庫の新鮮な野菜で
料理をするのが楽しみ」「どのような調理法があ
るのか」などの声が聞かれました。
　会場には、自民党の二階俊博幹事長や県選出
国会議員らが駆け付け、二階幹事長は「財布のひ
もを緩めて兵庫の農産物の購入を」と呼び掛けま
した。
　また、井戸敏三兵庫県知事が「兵庫県の各地に
は特色ある農産物があります。試食もたくさん用
意しているのでご賞味ください」とＰＲしました。

兵庫のうまいもんをＰＲ
ひょうご五国のめぐみ物産展

税務・経理を身近に感じ理解を深める

2016年度「兵庫県生協連・
第15回税務・経理講習会」を開催

▶ 基礎コース

◀ 申告書作成コース

◀ 井戸知事によるＰＲ

▶ 多くの方が訪れ
　賑わいました



◆
野
菜
作
り
は
生
半
可
な
気
持
ち
で
出
来
な
い
所
も
あ
る
が
、
鍬
を
奮
っ
て

土
を
起
こ
す
気
力
が
あ
れ
ば
可
能
な
趣
味
で
あ
る
。
春
の
作
業
は
耕
す
こ
と

に
始
ま
り
、
寒
さ
の
残
る
内
に
土
を
寒
風
に
晒
す
事
が
大
事
だ
。
春
の
種
蒔
き

は
焦
っ
て
は
な
ら
ず
、
暦
上
で
春
に
な
っ
て
も
、
タ
ネ
の
発
芽
に
最
適
な
温
か

さ
に
な
る
ま
で
待
つ
事
で
あ
る
。
一
年
間
に
百
種
類
を
作
る
た
め
、
量
を
少
し

ず
つ
と
し
多
種
類
を
選
ん
だ
。
こ
れ
を
混
作
や
間
作
を
行
う
事
で
可
能
に
し

た
の
で
あ
る
。
狭
い
畝
に
園
児
が
整
列
し
た
よ
う
に
双
葉
が
揃
え
ば
万
々
歳

で
、
本
葉
が
出
た
ら
間
引
き
を
行
う
。
間
引
き
し
た
芽
の
お
浸
し
が
好
物
の
一

つ
に
な
っ
て
い
る
。

◆
菜
園
の
隅
に
植
え
た
サ
ン
シ
ョ
ウ
の
樹
が
花
を
つ
け
る
。
小
さ
な
若
葉
を

た
く
さ
ん
伸
ば
し
始
め
た
が
、
こ
の
葉
は
ア
ゲ
ハ
の
食
草
だ
か
ら
、
無
数
に
幼

虫
が
孵
え
り
無
心
に
蝕
ん
で
く
れ
る
。
蝶
が
求
蜜
す
る
姿
は
嫌
い
で
は
な
い

か
ら
、
食
う
に
任
せ
る
た
め
実
山
椒
の
筈
が
未
だ
一
度
も
実
ら
な
い
。
ア
ゲ
ハ

の
餌
に
な
っ
て
仕
舞
い
、
特
に
気
に
し
て
は
い
な
い
た
め
、
サ
ン
シ
ョ
ウ
に
は

迷
惑
至
極
な
事
だ
ろ
う
。
若
芽
を
摘
み
「
木
の
芽
和
え
」を
拵
え
て
香
り
を
楽

し
む
。
そ
の
一
角
に
ユ
ズ
が
仲
間
に
入
り
生
育
し
て
お
り
、
結
実
は
何
年
か
先

に
な
る
が
、
そ
れ
ま
で
菜
園
作
業
が
出
来
る
だ
ろ
う
か
、
達
者
で
動
け
る
か
は

余
り
自
信
が
な
い
。

◆
フ
キ
と
ミ
ョ
ウ
ガ
は
芽
生
え
が
楽
し
み
な
作
物
で
、
寒
さ
が
残
る
時
期
に
フ

キ
の
小
さ
な
蕾
み
が
頭
を
擡
げ
る
。
花
の
開
く
前
に
摘
ん
で
、
甘
酢
に
漬
け
る

と
美
味
し
い
一
品
に
な
る
。
畑
の
一
角
を
占
め
て
い
る
ミ
ョ
ウ
ガ
も
、
時
期
が

来
れ
ば
次
々
に
花
芽
を
延
ば
す
。
花
の
命
は
非
常
に
短
い
た
め
、
見

つ
け
た
ら
直
ぐ
に
採
取
し
、
こ
れ
も
甘
酢
漬
け
に
す
れ
ば
、
少
し
癖

の
な
る
味
で
実
に
い
い
。
ラ
ッ
キ
ョ
ウ
も
甘
酢
漬
け
が
美
味
し
く
、

毎
年
拵
え
て
い
る
が
、
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
の
付
け
合
わ
せ
に
は
欠
か
せ

ら
れ
な
い
。
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
感
を
楽
し
む
に
は
、
漬
け
て
一
年
ほ
ど

で
食
べ
切
る
の
が
良
策
だ
。植
え
っ
放
し
で
良
く
育
つ
作
物
で
あ
る
。

◆
菜
園
に
居
て
作
業
し
て
い
る
と
時
間
の
経
過
が
と
て
も
速
い
。

燦
々
と
し
た
陽
光
の
下
で
土
と
戯
れ
る
の
は
愉
し
い
が
、
怪
我
を

せ
ぬ
よ
う
転
ば
ぬ
よ
う
努
め
、
一
日
が
無
事
に
終
わ
れ
ば
善
し
と

し
て
い
る
。
野
菜
作
り
の
誘
い
を
受
け
た
叔
父
は
、
私
の
父
親
の
弟

に
当
た
り
十
歳
年
上
で
あ
る
。
足
腰
の
弱
り
か
ら
余
り
顔
を
見
せ

な
く
な
っ
た
が
、
至
福
の
時
間
を
与
え
て
く
れ
た
恩
人
で
、
何
時
も

感
謝
し
て
い
る
。「
毎
日
が
日
曜
日
」と
い
う
け
れ
ど
、
筆
者
に
曜
日

は
無
く
、
大
型
連
休
も
土
・
日
の
休
み
も
何
ら
違
わ
ず
日
常
と
同

じ
で
あ
る
。
青
々
と
し
た
畝
に
囲
ま
れ
、
次
は
何
を
作
る
か
思
案
す

る
の
が
嬉
し
く
て
、
鍬
を
振
り
上
げ
る
力
が
あ
れ
ば
何
と
か
な
る
。

作
業
が
重
荷
に
な
れ
ば
野
菜
作
り
は
お
仕
舞
い
で
、
そ
し
て
「
百
種

菜
園
」も
幕
切
れ
を
迎
え
る
。
そ
ん
な
に
遠
い
事
と
思
え
な
い
此
ご

ろ
で
あ
る
。

००
写真と文

༡ํࢠ

百種菜園（Ⅴ）

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

　
４
月
講
座
は
、11
日（
火
）に
水
産
会
館
会
議
室
で
開
講
し
、塾
生
、

聴
講
者
を
含
め
約
20
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
「
第
五
管
区
海
上
保
安
本
部
の
業
務
内
容
と
海
難
事
故
に
つ
い
て
」

で
は
第
五
管
区
海
上
保
安
本
部
交
通
部
の
企
画
課 

庄
司
晴
男
課
長
補

佐
、航
行
安
全
課 

園
田 

愼
治
指
導
官
・
佐
々
木 

正
博
管
理
官
、安
全

対
策
課 

留
置 

浩
司
調
整
官
か
ら

講
義
が
あ
り
ま
し
た
。第
五
管
区

海
上
保
安
本
部
の
概
要
と
業
務
の

内
容
、来
年
２
月
の
ラ
イ
フ
ジ
ャ

ケ
ト
義
務
化
に
つ
い
て
、管
内
で

の
海
難
事
故
の
発
声
状
況
、そ
し

て
大
阪
湾
海
上
交
通
セ
ン
タ
ー

（
マ
ー
チ
ス
）が
捉
え
た
イ
カ
ナ
ゴ

漁
の
操
業
の
様
子
な
ど
幅
広
い
内

容
の
講
義
と
な
り
ま
し
た
。続
く

「
漁
業
共
済
に
つ
い
て
」で
は
兵
庫

県
漁
業
共
済
組
合 

福
本 

好
宏
参

事
が
講
師
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

福
本
参
事
が
“
気
楽
に
聞
い
て
ほ

し
い
”と
始
め
ら
れ
た
講
義
は
、

漁
業
共
済
の
成
り
立
ち
、共
済
の

仕
組
み
に
加
え
、積
立
ぷ
ら
す
の

内
容
に
つ
い
て
、塾
生
に
話
し
か

け
る
よ
う
に
進
み
ま
し
た
。質
疑

応
答
で
は
、塾
生
か
ら
加
入
者
と

し
て
気
に
な
る
点
な
ど
の
質
問
が

寄
せ
ら
れ
、関
心
の
高
さ
が
伺
わ

れ
ま
し
た
。

第
五
管
区
海
上
保
安
本
部
と
漁
業
共
済

イカナゴ漁船の動きに注目が集まります全在塾生12名が受講しました
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